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１

青果物物流の輸送実態

出典：国土交通省「貨物地域流動調査・旅客地域流動調査（H29年度）」
「航空貨物動態調査（H30年度）」

J R  貨 物 「2018（平成30）年度輸送実績」

※各種統計における農水産品及び食料工業品の合計値を基に農林水産省
にて推計したものであり、実数とは異なる場合がある。
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出典：農林水産省生産局「青果物流通をめぐる現状と取組事例」

（点線：北海道からのトラック輸送形態
（トラック→フェリー→トラック））

北海道（帯広）
1,300ｋｍ、18時間

青森 700km、10時間

高知 800km、12時間

宮崎 1,400km、19時間

東京都中央卸売市場

苫小牧
釧路

大洗

日立

長崎 1,300km、19時間

大産地九州から大消費地の東京までは

1,000km以上、13時間以上。

②距離と輸送時間食品流通のモード別輸送形態のうち

97 ％超がトラック利用。
①輸送モード



九州の農産物物流の改善に向けた基本的な考え方
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○ 九州農業を発展させていくためには、農産物流通の安定的な確保が重要。

○ このため、九州管内の農業者（荷主）、卸売市場、物流関係者による話し合いが重要な
以下の取組について検討。

① ＲＯＲＯ船、ＪＲ貨物利用にするモーダルシフトや、共同輸配送、貨客混載の促進。

（物流拠点 (ストックポイント) の整備）

② パレット輸送やＩＣＴを活用した集荷システムや予約システムの導入。

幹線輸送

課
題

① 荷の手積み作業に長時
間を要し、ドライバーへ
の負荷が大きく、効率が
悪い

② 出荷量が日によって変
動し、適正配車が難しい

③ 各集荷場から個別に輸
送するため小ロット。

また、各集荷場を回る
ため効率が悪く、待ち時間
が長い

④ トラック輸送が大宗

⑤ 遠隔地では長距離輸
送のためトラックド
ライバーの拘束時間
が長い

⑥ 荷の手下ろし作業に長時間
を要し、待ち時間も長く、
ドライバーの作業負荷や労
働時間が増える

⑦ 帰り荷がない場合は全体と
して積載率が悪くなる

⑧ 多頻度注文が多いため
小ロットの多頻度配送
が多い

⑨ 配荷場所が複数あるた
め、効率が悪い

対
応
方
策

① パレット化やフレコンの
活用

② ＩＣＴによる効率集荷シ
ステムの導入

③ 共同輸送（ストックポ
イント等への集約による
大ロット化・効率化）や
トラック予約受付等のＩ
ＣＴ活用

④ 共同輸送（トラック
の共同利用及び中継
輸送）

⑤ 鉄道・船舶へのモー
ダルシフト

⑥ パレット化及びＩＣＴによ
るトラック予約受付システ
ムの導入

⑦ 共同輸送（帰り便の活用）

⑧ 商慣行の見直し

⑨ 共同輸送（トラックの
共同利用）

消費地

生産者 ＪＡ等の集出荷施設 卸売市場
・

物流拠点

小売店等

産 地

出荷前 出荷時 幹線輸送 荷受け（卸売市場等） 小売店等への配送

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=11urev45p/EXP=1430440569;_ylc=X3IDMgRmc3QDMARpZHgDMARvaWQDQU5kOUdjU1dURk1Gb3FDMUk5eDVfWktiaFF6YjdzRGVndW9tSm1zX3RQU1Y4bkQ4dlNGdHZUbnFTZ0RIMDlxWgRwAzViZWw1YUMwSU9PQ3BPT0RxZU9DdWVPRGlBLS0EcG9zAzI0BHNlYwNzaHcEc2xrA3Jp/**http:/factory-images.com/material/001.jpg


３

ストックポイント設置による
北九州モーダルミックス構想

熊 本

物流拠点

宮 崎

鹿児島

長 崎

佐 賀

大 分

関西圏

関東圏

北九州～横須賀
フェリー新航路
（R3.7就航）

約500km
約1000km

物流拠点

福 岡

物流拠点

 複数産地が活用するストックポイントを設置
し、トラック、鉄路、フェリー、ＲＯＲＯ船の
モーダルミックスを実現



九州における物流効率化に向けた事例 ～ 宮崎県

農産物の物流においては、出荷時に中々数量が確定しない中での荷待ち時間や、数量が集まらず突然の

キャンセル等の発生が問題。 このための改善策として、３日目販売を４日目販売にして取り組んだ結果、

ドライバーの負担軽減に大きな効果を上げている。

（＋１日） １日目 ２日目 ３日目

旧

新

３
日
目
販
売

４
日
目
販
売

低温倉庫で保管
品質劣化を防止

★搬入時に数量を確定し、
データを入力。
（17時確定）

生産者
搬 入

生産者
搬 入

★13時前後、
搬入数量が確定し、
積込み作業を開始。

※時間的余裕のない状況での荷役作業。
※フェリーに乗り遅れたら陸送（度々発生）。

朝から積込み
作業を開始

※運行への余裕が生まれ、誤配・商品破損等が減少。
※フェリーの乗り遅れが減り、陸路輸送割合が減少。
※ドライバーの休息も取りやすい。

関
東
・
中
京
方
面

卸売市場等

卸売市場等

※低温保管による品質管理に
ついて消費地の理解が必要。

４



九州における物流効率化に向けた事例

○ＪＲ貨物の活用○モーダルシフト（ＲＯＲＯ船）の取組

• 大分県では、大分港から関東向けにRORO船を
就航し、県内及び九州各地の農産物を輸送。

① 東京港向けは週３便（24H）

② 清水港向けは週６便（20H）

• 福岡県（博多港、苅田港）鹿児島県（志布志
港）、宮崎県（細島港、油津港）からも東京向
けにＲＯＲＯ船が就航。

①ＲＯＲＯ船やＪＲ貨物を活用したモーダルシフトの事例

東京港

清水港

大分港

博多港
苅田港

志布志港

細島港
油津港

九州地区から発送される農産品・・・約20万トン
（2019年度：22万トン、2020年度：16万トン）
※作柄によって変動

【鳥栖貨物ターミナル駅】
2.1万トン（お米など）

【鍋島駅4.6万トン】
（玉ねぎ、お米など）

【熊本駅1.9万トン】
（お米、ミカンなど）

【八代駅0.9万トン】
（トマトなど）

【川内駅0.7万トン】
（馬鈴薯など）

【鹿児島貨物ターミナル
駅】1.5万トン（馬鈴薯な
ど）

※実績は2020年度

北九州貨物ターミナル

鳥栖貨物ターミナル
鍋島

長崎ORS

有田ORS

大牟田ORS

熊本

川内

鹿児島貨物ターミナル

八代

佐土原ORS

南延岡

延岡

西大分

黒崎

福岡貨物ターミナル

都城ORS

（出所）ＪＲ貨物提供資料
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